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iH･ぷ7年言。

炎 を ん で
　子どもたちの自立心とふれあいを園ろうと７月26日、

喜陽が丘ふれあい広場において、町立の５つの保育園の

年長組62人が参加して夕涼み会が行われました。

　野外での夕食を楽しんだ後、キャンプファイヤーに移

り子どもたちの５つの目標を大の神様に誓うとともにゲ

　　　　　　　　嘉陽が丘で行われた夕涼み会

－ムやきもために花火大会が行われ真夏の夜の楽しい

一時を過ごしました。

◇子どもたちの目標

　・お友だちとなかよく遊びます。

　・たくさんのお友だちとなかよくしたい。

　・どんなことにもくじけずにがんばりたい。

　・好き嫌いをなくし何でも食べて大きくなります。

　・だれにでもやさしくなれる子になります。

……=発行し………壬生助役薯……編集こ尨務拠企画財政謹白毎月↑5日発行ﾚ〒32乍02ﾝ栃木県下都賀郡壬生町通町12番22号二霖028278み1234ｽﾝ……l………，
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『
舟
町
通
り
』
が
認
定
を
受
け
る

　
壬
生
地
区
内
の
歴
史
・
文
化
資
源
を

最
大
限
に
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
め

が
し
、
平
成
４
年
度
か
ら
「
訪
れ
る
ま

ち
づ
く
り
事
業
」
の
一
環
と
し
て
整
備

を
行
い
、
今
年
３
月
に
完
成
し
た
「
舟

町
通
り
」
　
（
総
延
長
３
２
４
ｍ
）
が
、

可能な限りゆとりをとった歩道空間

クラシックな雰囲気の街路灯およびボラード

心

建
設
省
の
「
平
成
７
年
度
手
づ
く
り
郷

土
賞
歴
史
・
文
化
部
門
」
の
認
定
を
受

け
ま
し
た
。

　
千
づ
く
り
郷
土
賞
と
は
、
地
域
の
個

性
や
魅
力
を
生
か
し
た
公
園
、
道
路
、

広
場
な
ど
を
広
く
紹
介
し
、
個
性
豊
か

な
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
昭
和
6
1
年
に
創
立
さ
れ
た
も

の
で
、
1
0
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
「
自

然
」
、
「
歴
史
・
文
化
」
、
「
コ
ミ
ュ

街路灯・ボラードの照明を点灯し

夜問も安全な歩行を確保

ラ
ア
イ
ー
」
の
３
つ
を
対
象
テ
ー
マ
と

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
舟
町
通
り
は
、
江
戸
時
代
、
黒
川
を

利
用
し
て
江
戸
へ
年
貢
米
や
ま
き
、
炭

を
運
ぶ
た
め
、
壬
生
城
下
と
黒
川
を
結

ぶ
重
要
な
道
で
し
た
。

　
こ
の
「
舟
町
通
り
」
と
い
う
地
元
に

密
着
し
た
名
称
を
残
し
、
往
民
参
加
の

み
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
地
元
自
治

会
と
の
懇
談
に
よ
り
、
町
並
み
景
観
を

重
視
し
、
ま
た
、
通
学
路
と
し
て
利
用

さ
れ
る
こ
と
も
多
い
こ
と
か
ら
、
安
全

で
快
適
な
歩
道
を
備
え
た
道
路
と
す
る

計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　
そ
し
て
そ
の
実
現
の
た
め
、
車
道
や

歩
道
に
建
っ
て
い
て
支
障
と
な
っ
て
い

た
電
柱
を
屋
敷
内
に
移
設
し
、
歩
道
幅

約
３
ｍ
を
確
保
、
可
能
な
限
り
安
全
で

快
適
な
歩
行
者
空
問
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
　
ま
た
、
こ
の
歴
史
的
・
文
化
的
な
資

源
を
活
用
す
る
た
め
、
歩
道
お
よ
び
車

道
に
は
御
影
石
を
し
き
つ
め
た
舗
装
を

施
し
、
街
路
灯
や
ボ
ラ
ー
ド
（
車
止
め
）

し
、
歴
史
的
な
道
路
環
境
の
調
和
を
は

か
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景

を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
舟
町
通
り
の

由
来
を
記
し
か
案
内
板
を
歩
道
に
設
置

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
御
影
石
の
舗
装
は
自
動
車
の

走
る
者
で
歩
行
者
が
車
の
接
近
を
気
付

き
や
す
く
、
歩
行
者
の
安
全
に
も
役
立

っ
て
お
り
、
周
囲
の
景
観
を
楽
し
み
な

が
ら
歩
け
る
、
ゆ
と
り
あ
る
道
路
と
し

て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ど
も
、
和
風
な
デ
ザ
イ
ン
・
色
彩
と
　
　
「
手
づ
く
リ
郷
土
賞
」
の
認
定
プ
レ
ー
ト

　
　
　
）

２
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自動交付機のテ

　
こ
の
た
び
、
安
塚
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
エ
ア
コ
ン
と
室
内
カ
ー
テ
ン
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
と

活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
、
平
成
７
年
度
宝
く

じ
の
助
成
を
受
け
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

設置された自動交付機

平
成
７
年
度
宝
く
じ
助
成
事
業
に
よ
る

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
用
備
品
を
設
置

清水町長を囲み

林田前町長(左)、西川町長(右)

は
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
お
も
ち
や
博

物
館
を
見
学
し
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
両
町
は
歴
史
的
、
ま
た
名
産
物
の
か

ん
ぴ
ょ
う
に
も
ゆ
か
り
が
深
く
、
昭
和

6
0
年
４
月
1
5
日
に
姉
妹
都
市
提
携
を
結

ん
で
お
り
、
今
年
で
提
携
1
0
周
年
を
迎

え
て
い
ま
す
。

一
行
が
本
町
を
訪
れ
、
清
水
町
長
、
荒

川
町
議
会
議
長
な
ど
と
懇
談
、
翌
日
に

　
本
町
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
滋
賀
県
水
　
　
運
営
が
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た
。

口
町
で
は
、
５
月
1
5
目
に
林
田
久
一
前
　
　
　
そ
れ
に
伴
い
、
６
月
2
8
日
に
西
川
新

町
長
か
ら
西
川
勝
彦
新
町
長
へ
と
町
政
　
　
町
長
、
林
田
前
町
長
、
岡
村
総
務
部
長

住民票・印鑑登録証明書
l b l ‾ 1 1 1 に I ‾ l l

西
川
勝
彦
新
町
長

　
　
　
本
町
を
訪
問

自動交付機が利用できます
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姉
妹
都
市
滋
賀
県
水
口
町

－

－

　週休２目制の定着に伴う窓ロサービスの改善を図るため、平目のほか、
上曜日、日曜日、祝日などの休みの目でも、住民票の写しや印鑑登録証明

書の交付を受けることのできる、県内市町村では初めての自動交付システ

ムが７月３日から稼働しました。

　このシステムは、銀行のキャッシュカードと同じような操作で、町民の

皆さまが『町民カード』と暗証番号で直接自動交付機を操作して交付を受

けられるものです。窓口での申請書の記載や手続きなしで交付が受けられ

ますので、どうぞご利用ください。

◇自動交付機ご利用案内

利用できる期間

および時間

:言

ｍ卜院

∩午前８時30分～午後５時

　(12月31日から１月３日までは、利用できません)

設　置　瑕ﾄﾞ所 壬生町役場本庁　正面玄関内

腫交付される評言 住民票の写し、印鑑登録証明書

◇町民カードの交付及び申請手続
カードの交付を

受けられる方
壬生町に住民の登録がある満15歳以上の方

カード交付の

串　請　手　続

官公署発行の免許証等（写真付）・認印・印鑑登保証を持参

のうえ、本人自らが役場民生部住民諜または両出張所でカ

ーﾄﾞ交付申請をしてください。

（注意）代理人の申請は受け付けできません。

手　　数　　料 無　料

【注意事項】

※防犯カメラを設置しておりますので、自動交付機をご利用いただいた方

　は、すべて防犯カメラに記録されます。

※カード自体や暗証番号の管理につきましては、本人自らの十分な注意が
　必要です。もし、他人に貸与したり不正に取得されると、あなたの世帯

　の住民票の写しや、印鑑登録証明書が不正に取得される場合があります

　ので十分に注意してください。

◇問合せ先　町民生節住民課�８２－１２３４内線１１６
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○
こ
の
法
律
の
対
象
と
な
る
製
造
物
と

　
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

Ａ
こ
の
法
律
で
は
製
造
物
を
「
製
造
又

　
は
加
工
さ
れ
た
動
産
」
と
定
義
し
て

　
い
ま
す
。
一
般
的
に
は
、
大
量
生
産
・

　
大
量
消
費
さ
れ
る
工
業
製
品
を
中
心

　
と
し
た
人
為
的
な
操
作
や
処
理
が
な

　
さ
れ
、
引
き
渡
さ
れ
た
動
産
を
対
象

　
と
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
不
動
産
、

　
未
加
工
農
林
畜
水
産
物
、
電
気
、
ソ

　
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
い
っ
た
も
の
は
該
当

　
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
こ
の
法
律
で
い
う
「
欠
陥
」
と
は
、

　
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。
製
品
の

　
調
子
や
性
能
が
悪
い
と
い
っ
た
品
質

　
上
の
不
具
合
も
こ
の
法
律
で
い
う
欠

　
陥
に
当
た
る
の
で
す
か
。

Ａ
こ
の
法
律
で
い
う
「
欠
陥
」
と
い
う

　
の
は
、
対
象
と
な
る
製
造
特
に
関
す

　
る
い
ろ
い
ろ
な
事
情
（
判
断
要
言

　
を
総
合
的
に
考
え
て
、
製
造
物
が
通

　
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る

　
こ
と
を
い
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
安

　
全
性
に
か
か
わ
ら
な
い
よ
う
な
単
な

　
る
品
質
上
の
不
具
合
は
、
こ
の
法
律

　
の
賠
償
責
任
の
根
拠
と
さ
れ
る
欠
陥

　
に
は
当
た
ら
な
い
わ
け
で
す
。

　
　
な
お
、
Ｐ
Ｌ
法
で
い
う
「
欠
陥
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

に
当
た
ら
な
い
た
め
に
損
害
賠
償
責

任
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
で
あ
っ

て
も
、
現
行
の
民
法
に
基
づ
く
瑕
疵

担
保
責
任
、
債
務
不
履
行
責
任
、
不

　
法
行
為
責
任
な
ど
の
要
件
を
満
た
せ

　
ば
、
被
害
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
に

　
基
づ
く
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と

　
が
で
き
ま
す
。

○
そ
れ
で
は
、
製
品
関
連
事
故
に
よ
っ

　
て
被
害
が
生
じ
た
場
合
に
、
こ
の
法

　
律
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
受
け
る
た

　
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
。

Ａ
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
損
害
賠
償
を

　
受
け
る
た
め
に
は
、
被
害
者
は
、
次

　
の
三
つ
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ

　
と
が
原
則
と
な
り
ま
す
。

　
①
製
造
物
に
欠
陥
が
存
在
し
て
い
た

の
提
出
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
、
事
実

上
の
推
定
な
ど
を
柔
軟
に
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
事
案
に
あ
っ
た
公
平

な
被
害
者
の
立
証
負
担
の
軽
減
が
図

ら
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
損
害
賠
償
を
求
め
る
場
合
の
請
求

先
と
し
て
は
、
そ
の
製
品
の
製
造
業

　
　
）

　
者
ヽ
輸
入
業
者
ヽ
製
造
物
に
氏
名
な
　
　
４

　
と
を
表
示
し
た
事
業
者
で
、
単
な
る

　
販
売
業
者
は
原
則
と
し
て
対
象
に
な

　
り
ま
せ
ん
。

○
製
品
関
連
事
故
に
よ
る
被
害
の
救
済

　
に
つ
い
て
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ

　
い
の
で
す
か
。

Ａ
企
業
の
消
費
者
相
談
窓
口
や
民
間
に

　
設
け
ら
れ
て
い
る
各
種
の
相
談
窓
口

　
の
ほ
か
、
国
、
地
方
公
共
団
体
の
窓

　
口
や
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
、
製
品
安

　
全
協
会
、
県
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
な
ど
で
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

　
す
。

　
　
　
◆
◆
◆
◆
◆

　
Ｐ
Ｌ
法
に
限
ら
ず

　
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

◆
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
�
0
3
－
３
４
４
６
－
ｊ
０
９
９
（
リ

◆
製
品
安
全
協
会

　
�
旧
－
－
３
５
９
０
－
６
２
３
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栃
木
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生
活
セ
ン
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�
０
２
８
６
－
3
4
－
３
１
８
１

◆
町
経
済
部
商
工
観
光
課



10月１出目)は、

国勢調査の日です。
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平成７年10月１日(日)

９月下旬から調 がお伺いします。

　
通
称
は
玄
皐
。
壬
生
藩
筆
頭
藩
医
勾

坂
悔
悛
の
二
男
と
し
て
１
８
２
４
年

（
文
致
７
年
）
５
月
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
１
８
４
１
年
（
天
保
1
2
年
）
東
都

（
東
京
）
　
の
榊
原
玄
瑞
の
も
と
に
入
門

し
、
渡
洋
医
学
を
学
び
ま
し
た
。
１
８

４
７
年
（
弘
化
４
年
）
郷
里
の
壬
生
町

に
開
業
す
る
と
と
も
に
壬
生
藩
鳥
居
忠

宝
の
藩
医
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

１
８
７
８
年
（
明
治
Ｈ
年
）
栃
木
県
よ

次
回
は
、

渡
辺

百
翁
で
す
。

り
内
外
科
医
術
開
業
免
状
を
得
て
壬
生

町
に
開
架
し
ま
し
た
。

　
と
り
わ
け
、
１
８
７
９
年
（
明
治
ロ
ー

士
下
野
コ
レ
ラ
流
行
の
時
に
は
、
検

疫
医
と
な
り
治
療
と
予
防
の
た
め
に
尽

し
ま
し
た
。

　
重
利
は
、
１
９
０
７
年
（
明
治
4
0
年
）

回
威
で
没
し
ま
し
た
。

５

　
　
勾
坂
　
重
利
（
さ
ぎ
さ
か
　
し
げ
と
し
）

○
邸
宅
は
、
現
在
の
「
上
通
町
・
川
島
商
店
さ
ん
」
で
す
。

　10月１日、全国一斉に国勢調査が行われます。国勢調査は、

犬正９年から５年ごとに行われ、今回は16回目。目本に住んで

いるすべての方が対象となり、今回は全国で約１億２５００万

人に及ぶと見込まれています。もちろんあなたも、あなたのご

家族も対象です。

　調査はまず、９月下句から調査員がお宅にお伺いし、世帯ご

とに調査票を配布します。調査の項目は全部で17．ご家族全員

の氏名、出生の年月、就業状況などです。旅行などで一時留守

にしている方、長期滞在している方、生まれたばかりの赤ちゃ

んも含まれます。また、アパートなどに一人で暮らしている方、

下宿している方は、一人ひとりご記入ください。記入していた

だいた内容を、他にもらしたり、統計以外の目的に使用するこ

とは法律で固く禁じられています。どうぞ安心して、ご記入く

ださい。調査票は後日、調査員が集めに伺います。

　国勢調査は、法律に基づいて国が行う調査です。調査の目的

は、わが国の人口を正確に把握するほか、急ピッチで進行する

高齢化、国際化の状況など、世帯の構成、住宅の状況など、日

本の現在の姿を正確に知ることにあります。調査の結果は、国

や都道府県・市区町村が、これからの行政を考えていく犬切な

資料となり、私たちの暮らしのさまざまな分野で活かされてい

きます。あなたがご記入くださった答えから作られる統計がみ

んなの貴重な財産となり、また、より快適で住みよい日本、安

心できる未来を築くための道しるべとなるのです。 10月１日、

国勢調査に、ぜひ皆さんのご理解、ご協力をお願いいたします。

　
通
称
は
長
信
。
壬
生
藩
医
神
戸
長
伯

の
長
男
と
し
て
１
８
５
６
年
（
安
政
３

年
）
　
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
察
が
９
歳
の
時
、
父
の
長
伯
が
病
死

し
、
1
0
歳
で
家
督
を
相
続
し
ま
し
た
。

同
年
、
千
生
藩
の
命
令
に
よ
り
武
術
を

修
業
し
、
1
4
歳
で
フ
ラ
ン
ス
式
銃
操
を

学
び
藩
の
常
備
具
に
編
入
し
ま
し
た
。

　
１
８
７
１
年
（
明
治
４
年
）
に
旧
藩

医
の
古
川
精
一
氏
に
従
っ
て
上
京
し
、

１
８
７
３
年
（
明
治
６
言
漢
方
医
の

犬
御
所
・
浅
田
宗
伯
の
も
と
に
入
門
し
、

医
術
を
研
究
し
ま
し
た
。

　
１
８
７
７
年
（
明
治
1
0
年
）
医
術
を

習
得
し
て
帰
郷
し
、
再
び
翌
年
に
上
京

し
ま
し
た
。

　
１
８
８
４
年
（
明
治
1
7
年
）
内
務
省

よ
り
医
術
開
業
免
状
を
得
て
壬
生
町
に

開
業
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
８
８
９

年
（
明
治
2
2
年
）
に
宇
都
宮
の
寺
町
に

開
業
し
ま
し
た
。

　
と
り
わ
け
、
１
８
７
９
年
（
明
治
1
2

年
）
下
野
コ
レ
ラ
流
行
の
と
き
に
は
、

検
疫
医
と
な
り
治
療
と
予
防
の
た
め
に

尽
し
ま
し
た
。

○
邸
宅
は
、
現
在
の
「
大
師
町
・
大
塚
さ
ん
」

で
す
。

蘭
学
通
り
に
活
躍
し
た
明
治
期
の
医
師
た
ち

　
　
　
神
戸
察
（
か
ん
べ
　
さ
つ
）

心　４

心
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考えてみませんか／
お千?べyズり吻=老7貧　エイズタフぢ苓7

・現在の日本では､=エイズは性行為によって感染する

i=こ｡｡･の:がi大部分であそこ……小･｡･学･生･に:とづては遠い世界の病レ

　気だろう。

・エイズの他にも感染防止に力を入れるべき病気がある。

　エイズだけをなぜ取り上げなくてはならないのか。

ということが、「適当ではない」と主張する人の主な理

由です。

　町内の学校では、次のような考えをもってエイズ教

育を推進しています。

・エイズの感染者には10代、2（j代の若年層がたくさん

　います。エイズの問題が身近になる年齢になってか

　ら、予防教育をしても遅すぎます。予防のための正

しい行動や意志決定ができるようになるには、小さ

　いときからエイズに対する正しい知識を身につけて

おぐことが大切ですょﾔﾌﾞ=
､:……=……=･:……………=･………ﾚ…………1……………=/j…………………………:……………:

・マスゴミ等を通七で√ヱィ≒ズに関す恙情報は小学生う

　たちにも達しています。しかも、その情報はややも

　すると一面的であるし、また情報の内容を十分に理

　解できず誤った知識や偏見をもったりすることが多

　いようです。そのために、いたずらに不安感をもっ

　たり、患者･感染者への差別感をもってしまいます。

ｊエィズを感染症の柵つととらえでいますレ他の感染＝

　症と同しように､ﾉ感染を防ぐには病原体をなるべく

　体内に入れないようにすること。その一方法として

　身体を常に清潔にしておくことが大切ですが、その

　ような基本的な生活習慣は小さいうちから繰り返し

　指導することが効果的です。エイズ教育はこのよう

　な身体清潔という生活習慣の確立の延長上に考える

ことが効果的でﾐ小学校の1>･2年生から指導する

　 － 　 一 一 　 　 －　 － 　 　 ･ 一 一 　 幽 - -

- － ‥¶ . ■ ･ ■ ･ ■ ㎜ ■ ･ ■ ■ ■ ㎜ 　 ■ 　 ■ ㎜

‥ことが効果的です。ｹﾞﾌ………………=.IJ……y≒八万:………=……………………j……=/ごﾚ………=･

｡･ｿﾎﾟｲjプズの問題は=4 ･1……性感染症の予防火癩11=゜う1健鞭問=題にJ･ﾃﾞ

　止まりません。男女の人間関係のあり方、患者や感

　染着の人権の侵害という大きな問題を拍えています。

　これが他の感染症の問題と異なる点です。

　このような問題の解決には、小さい時期からお互い

　の人権を尊重する精神を育てることが大切です。そ

　のため、小学生のうちからエイズ教育を行い、この

　よう･jな精神を育て｡ようづどしています。　　　‥‥‥

　　11月１目（水）

　　　　　　¨９’－¬ｔ讐‘Ａ７７１　　　　　　以面影九九弧Zil刑濫

　壬生町エイズ教育推進委員会では、平成５、６、７

年の３か年にわたり文部省の指定を受け、エイズ教育

推進地域事業を進めてきましたが、その成果を発表す

るため11月１日に公開発表会を開きます。

　壬生中学校を会場として、県内外の先生方や学校保

健関係者、地域の保護者等に研究の成果を紹介します。

　特に、文部省指定のエイズ教育の研究は県内でも初

めてのことであり、各方面から大きな期待をかけられ

ており多くの参加者が予定されています。

　壬生中学校では、１２クラスで研究授業が公開され

るほか、エイズ教育推進委員会の研究成果の発表、壬

生町全小中学校及び壬生高等学校の展示発表が行われ

ます。

　一般の方の参加も可能です。希望される方はエイズ

教育推進委員会事務局（�８２－０９３引までお申し

込みください。

　｡一一　す｡　ﾐ_£こj-
｀ち4゛¬.一一4° ･･lnTi7j

　　　その18 監修　栃木県伝染病予防調査協議会会長

　　　栃木県連合学校保健会会長

　　　　　　　松　本　　幸　三

症状です。これがエイズの特徴です。その後、さまざ

まな症状がでてきますが、このような状態になった人

をエイズ患者と呼んでいます。

　なお、エイズウィルスキャリアとか無症候キャリア

などという言葉を耳にしますが、「キャリア」とは病原

体をもっている人のことですから、無症候キャリアと

はＨＩＶ感染者ですが、健康な人と変わりない症状の

ない時期の人をいいます。

エイズ教育に関する質問がありましたら､壬生町教育委

員会教務諜までご連絡ください｡（82-0934）

６

質問にお答えします

　 　 　 ＿ ＿ . ＿. 罰 = ． ． ＿ _ ＿
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　エイズウィルス（ＨＩＶ）に感染した人、つまり体

内にＨＩＶに入り込まれた人が、エイズウィルス感染

者です。

　しかし、以前にも述べたように、ＨＩＶに感染した

からといって直ちにエイズの症状がでるわけではあり

ません。

　他の感染症では感染して、数日からＬ　２週間で症

状がでてきますが（発病）、ＨＩＶの場合は、感染して

も5～10年あるいはそれ以上の期間、症状がでません。

　つまり、病原体（ＨＩＶ）を体内にもっていても無
■ ■ ■ ㎜ ■ ■ ㎜ ㎜ ■
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ネ 特別弔慰金請求の
　　　説明会を開催
√特別弔慰金請求の説明会を､下記のとおり開催しま

すので、該当される方はご出席ください。

○日　　時　　９月６日（水）午後１時30分～

○会　　場　　壬生中央公民館大ホール

※請求関係書類を当日配布いたします。

特別弔慰金請求の受付

　特別弔慰金請求の受付を､次の日程で行いますので、

該当される方は手続きされますようお願いします。

○日　　時

◇10月16日(月)～18日(水)…壬生地区にお住まいの方

◇10月19日(木)～20日(金)…稲葉地区にお住まいの方

◇10月23日(月)～24日(火)…南犬飼地区にお住まいの方

※混雑が予想されるため地区ごとに受付を行いますの

　で、ご協力をお願いいたします。

○時　　間

　・いずれも午前９時から午後４時まで

　　　　　　　　　　(正午から午後１時までは除Ｏ

○受付会場　　役場第２会議室(２階)

○問合せ先　　町民生節福祉課社会福祉孫

　　　　　　　　　　　�８２－ １２３ ４内線１ ２５
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戦
後
5
0
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
　
な
い
場
合
に
限
ら
れ
、
次
に
挙
げ
る
遺

国
が
改
め
て
戦
役
者
等
の
遺
族
の
方
に
　
　
族
の
う
ち
、
そ
の
順
序
に
従
っ
て
最
も

対
し
て
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
「
戦
没
　
　
順
位
が
先
の
方
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま

者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
　
　
す
。

給
法
」
が
改
正
さ
れ
、
戦
没
者
一
人
に
　
　
　
な
お
、
同
順
位
の
方
が
複
数
い
る
と

つ
き
、
そ
の
遺
族
の
方
に
額
面
4
0
万
円
　
　
き
は
、
お
一
人
を
選
定
し
て
請
求
し
て

の
目
價
が
特
別
弔
慰
金
と
し
て
支
給
さ
　
　
い
た
だ
き
ま
す
。

れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
支
給
の
対
象
者

　
こ
の
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
　
　
　
巾
　
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
弔

で
き
る
方
は
、
満
州
事
変
以
後
の
戦
没
　
　
　
　
　
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

者
等
の
遺
族
の
方
で
、
平
成
７
年
４
月
　
　
　
仰
　
戦
没
者
の
子

―
日
現
在
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
、
遺
　
　
　
陶
　
戦
没
者
と
生
計
を
と
も
に
し
て

族
年
金
な
ど
の
支
給
を
受
け
る
方
が
い
　
　
　
　
　
い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④

　
　
　
兄
弟
姉
妹
（
た
だ
し
、
婚
姻
や

　
　
　
養
子
縁
組
に
よ
り
平
成
７
年
４

　
　
　
月
１
目
現
在
に
氏
が
変
わ
っ
て

　
　
　
い
る
方
は
除
く
）

　
㈲
　
の
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

　
　
　
母
①
兄
弟
姉
妹

　
陶
　
巾
か
ら
㈲
以
外
の
三
親
等
内
の

　
　
　
親
族
（
戦
役
者
等
の
死
亡
ま
で

　
　
　
引
き
続
い
て
１
年
以
上
生
計
を

　
　
　
を
と
も
に
し
て
い
た
方
）

◇
請
求
期
限

　
　
・
平
成
1
0
年
３
月
3
1
日
ま
で

年金は世代と世代の支え合い
　高齢化社会を迎え、老後の所得保障である公的年金

制度は、私たちの暮らしのなかになくてはならない大

切なものになりました。

　公的年金制度は、働く世代（保険料を納めている方）

が老齢世代（年金を受給している方）を支えるという、

いわば「世代と世代の支え合い」の仕組みをとる社会

保険です。

　年金の支払いに必要な財源は、後保険者の皆さんが

納めている保険料とその運用収入、厚生年金・共済組

合からの拠出金、国からの国庫負担で賄われています。

　この公的年金制度の基礎となる国民年金保険料を納

めていないと「世代と世代の支見合い」の仕組みが壊

れるばかりか、万が一のときの「障害基礎年金」や

「遺族基礎年金」が受けられなくなるほか、将来、「老

齢基礎年金」が受けられなくなったり少なくなったり

フ

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
皆
さ
ま
に

します。

　また、納められた国民年金保険料は、年金受給者へ

の給付だけでなく、積立金の一部を有利に運用し年金

給付の財源の強化を図っていますが、このほか、年金

加入者の福祉を増進するために

　①年金受給者のための貸付制度

　②被保険者に対する住宅融資・教育資金融資制度

　③被保険者及び年金受給者が利用するための健康保

　　養センターの設置などの福祉事業

に使われています。

　このように、保険料を納めるということは、個人の

生活だけでなく社会全体の福祉にも役立っているので

す。『犬切な国民年金保険料』を納付期限までに忘れず

に納めましょう。



　
　
「
商
売
な
ど
で
適
度
に
体
を
動
か
し

て
い
る
こ
と
が
健
康
の
ひ
け
つ
で
す
か

ね
」
と
い
う
増
田
さ
ん
ご
夫
妻
。
友
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

W

さ
ん
は
平
成
６
年
度
か
ら
上
通
町
親
交

会
の
会
長
を
し
て
い
ま
す
。

　
友
告
さ
ん
は
有
橋
町
の
出
身
で
、
昭

密達者　　ソ

カッフル(禎

上通町
　　増田

壬生中学校２年

　　　　鈴　木　恵梨子

友吉さん回８

トクさん(８０ ）

青
春
ス
ケ

ッ
チ
府

こ_こ　i　　　-.こ-1JI｀JIJﾀｰt･J_.htｔｐ://www.-g.i.・

ﾒj人・温和関1系を入切にしたい

　　　　　　至宝町南　大友　まゆみさん

　　「仕事は、営業関係のＯＡ機器のインストラク

ターをしています。対人・信頼関係がとても大切

ですね」というまゆみさん。

　休みの日などは「料理（パスタ料理が得意）を

したり、ウインドーショッピングなどに出掛けた

りすることが多い」とのこと。花が好きという彼

女の夢は「四季折々の花に囲まれた生活がしたい

ですね」と笑顔で答えてくれました。

　　　　　･･･ 1.111　　　�ll!Lll･‘II｡･ 謐||
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ふれあ
見
事
優
勝
を
飾
っ
た

　
　
　
上
長
田
Ｂ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
）

和
８
年
に
下
古
山
尋
常
高
等
小
学
校
を

卒
業
後
、
壬
生
補
習
学
校
に
入
学
し
、

昭
和
Ｈ
年
に
卒
業
し
ま
し
た
。
し
か
し

そ
の
後
、
昭
和
1
2
年
に
召
集
に
よ
り
中

国
に
渡
り
、
昭
和
1
5
年
に
日
本
に
戻
り

ま
し
た
が
、
昭
和
1
6
単
に
再
び
召
集
を

受
け
、
宇
都
宮
第
4
4
部
隊
に
入
り
ま
し

た
。

　
そ
し
て
、
昭
和
1
8
年
に
実
家
に
戻
り
、

宇
都
宮
出
身
で
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒

業
後
、
叔
父
さ
ん
夫
婦
と
雑
貨
商
の
増

田
商
店
を
営
ん
で
い
た
ト
ク
さ
ん
と
結

婚
し
、
一
緒
に
増
田
商
店
で
商
売
を
始

め
、
そ
れ
か
ら
5
0
年
た
っ
た
現
在
も
お

二
人
で
商
売
を
し
て
い
ま
す
。

　
友
告
さ
ん
は
野
菜
や
草
花
の
栽
培
を

1
0
年
ほ
ど
前
か
ら
続
け
て
お
り
、
キ
ュ

ウ
リ
、
ナ
ス
、
ト
マ
ト
な
ど
を
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
で
栽
培
し
て
、
家
族
で
食
べ

た
り
近
所
の
方
に
配
っ
た
り
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

　
ト
ク
さ
ん
は
お
店
の
商
品
の
単
価
を

全
て
覚
え
て
い
る
そ
う
で
、
「
店
番
を

し
て
い
る
と
商
品
の
計
算
と
か
で
頭
を

使
う
し
、
お
客
さ
ん
と
話
を
し
た
り
す

る
の
も
楽
し
み
だ
し
、
健
康
の
た
め
に

商
売
を
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す

ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
お
二
人
は
家
族
で
よ
く
外
出
す
る
そ

う
で
、
「
子
や
孫
と
一
緒
に
食
事
と
か

に
出
掛
け
る
の
が
楽
し
み
で
す
ね
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

炎
天
下
白
熟
し
た
ゲ
ー
ム
を
展
開

　
壬
生
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
高
木

辰
雄
会
長
∇
王
催
の
第
６
回
町
長
杯
争

奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ー
ル
大
会
が
７
月
2
7
日
、

町
総
合
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
町
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
か

ら
4
0
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
焼
け
付
く
よ

う
な
日
差
し
の
な
か
、
白
熱
し
た
ゲ
ー

ム
を
展
開
。
試
介
の
結
果
、
８
コ
ー
ト

中
最
高
得
点
の
上
長
田
Ｂ
チ
ー
ム
が
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

Ｔ
ク
筒
」

　
　
　
－

優
　
勝
　
上
長
田
Ｂ
チ
ー
ム

準
優
勝
　
み
ど
り
の
会
チ
ー
ム

三
　
位
　
城
内
Ａ
チ
ー
ム

　
　
　
　
泉
下
台
チ
ー
ム

チピッ子アルハム

千
淑
ち
ゃ
ん
（
３
言

ﾈ］

　
（
父
）
　
　
柴
　
信
也
さ
ん

　
（
母
）
　
　
々
　
　
典
子
さ
ん

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

　
い
つ
ま
で
も
仲
良
く
ね
１
・

将
ち
ゃ
ん
（
３
歳
・
左
）

や
ん
（
７
か
月
・
言
言

（
至
宝
町
北
）

一
脈
ち
ゃ
ん
（
５
歳
・
慰

　
　
（
父
）
小
野
目
安
明
さ
ん

　
　
（
母
）
　
　
ク
　
信
子
さ
ん

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

（
県
営
壬
生
住
宅
）

い
つ
ま
で
も
わ
ん
ぱ
く
な
子
で
い
て
ね
。

９



被
爆
5
0
周
年

　
核
兵
器
廃
絶
国
民
平
和
大
行
遠
来
庁

　
１
９
９
５
年
国
民
平
和
犬
行
進
栃
本

県
実
行
委
員
会
の
被
爆
5
0
周
年
・
被
兵

器
廃
絶
国
民
平
和
大
行
進
が
７
月
２
日

か
ら
1
6
日
ま
で
、
県
内
の
各
市
町
村
を

訪
問
、
本
町
に
は
７
月
1
2
日
に
来
庁
し

ま
し
た
。

　
こ
の
平
和
大
行
進
は
、
広
島
、
長
崎

に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
5
0

年
を
迎
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界

に
は
多
く
の
核
兵
器
が
保
有
さ
れ
て
い

る
と
い
わ
れ
る
現
在
、
核
兵
器
の
な
い

平
和
な
世
界
の
実
現
を
目
指
し
、
５
月

６
日
に
北
海
道
等
か
ら
出
発
、
８
月
３

日
の
広
島
ま
で
、
全
国
各
地
を
行
進
し

ま
し
た
。

フ
ァ
イ
ト
あ
ふ
れ
る
試
合
を
展
開

　
町
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

（
渡
近
侍
雄
会
長
）
主
催
の
第
口
回
町

体
育
協
会
長
杯
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
６
月
2
5
日
、
町
総
合
運
動
場

体
育
館
で
行
わ
れ
、
町
内
か
ら
精
鋭
８

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
フ
ァ
イ
ト
あ
ふ
れ

る
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

－
　
　
　
－

「
威
徳
一

優
　
勝
　
ま
ど
か
チ
ー
ム

準
優
勝
　
わ
か
ば
チ
ー
ム

W

－ 一 一 一 一 － 一 一 － 一 一 一 一 一 一

楽
し
ん
だ
か
ん
ぴ
よ
う
踊
り

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

　
第
1
0
回
栃
の
本
会
盆
踊
り
大
会
（
栃
　
　
　
ま
た
、
町
及
び
石
橋
町
の
民
生
委
員

の
本
会
主
催
）
が
７
月
2
9
日
、
み
な
と
　
　
さ
ん
や
両
町
職
員
も
模
擬
店
を
出
店

荘
駐
車
場
で
行
わ
れ
、
地
元
北
小
林
自

治
会
、
五
段
ば
や
し
保
存
会
、
生
活
改

善
ク
ラ
ブ
、
育
成
会
、
老
入
会
の
み
な

さ
ん
を
け
じ
め
、
南
犬
飼
中
学
校
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
部
、
壬
生
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
や

地
域
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
、
施
設
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
な
っ
て
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏

や
か
ん
ぴ
ょ
う
踊
り
な
ど
を
踊
り
、
夏

の
夜
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「

１

１

１

Ｅ

　参議院議員通常選挙が７月23日執行され、午前７

時から午後６時まで、町内19の投票所で栃木県選出

議員選挙と比例代表選出議員選挙の２つの投票が行

われました。

　引き続いて、午後７時10分から壬生中央公民館中

ホールで開票が行われました。

　本町の投開票状況は次のとおりです。

　なお、投票率は31.9％でした。

◇栃木県選出議員選挙の投票状況

１

ｊ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

男 女 計

選挙入部段縁者数 14,671 15,415 30,086

当日有権者数 14,613 15,342 29,955

投票者数 5､030 4､526 9,556

棄権者数 9,583 10,816 20､399

投　票　率 34,42％ 29,50％ 31.90％

- ･

◇比例代表選出議員選挙の投票状況

し
、
参
加
者
や
お
年
寄
り
た
ち
に
喜
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

「

男 女 計

選挙人名簿登録者数 14,671 15､415 30､086

当日有権者数 14,613 15､342 29,955

投票者数 5,029 4j26 9､555

棄権貪欲 9,584 10,816 20,400

投　票　率 34.41％ 29.50％ 31,90％

◇栃木県選出候補者別得票数
候補者名 所　　　欄 得　票　数

岩崎じゆん三 自由民主党 4,057

野村　せつ子 日本共産党 896

芦沢きみえ 新し聯代をつくる党 548

国井　正幸 民主改革連合 3,556
－ － － － － － 一 一 － 一 一 一 一 一 一 一 一

10



」
゛
…
…
万
ゾ
言
い
㈹
ア
ル
バ
ム
①

八
坂
祭

（
７
月
７
日
～
1
6
日
）

　
茅
の
輪
く
ぐ
り

　
　
　
　
　
　
　
（
雄
琴
神
社
）

　
７
月
３
１
日
、
猛
暑
の
な
か
、
大
勢
の

参
拝
客
が
、
茅
の
輪
を
く
ぐ
っ
て
無
病

息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

子どもたちは

..‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ﾚ　　Ｊ

夏
期
交
換
留
学
生
３
名
を
招
く

　
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
第
２
５
５

０
地
区
第
６
、
７
分
区
の
ア
メ
リ
カ

か
ら
の
夏
期
交
換
留
学
生
ケ
ー
シ
ー
・

ス
ミ
ス
さ
ん
、
オ
リ
ビ
ア
・
メ
デ
ィ
ナ

さ
ん
、
ト
ニ
ア
ー
イ
ー
ス
ト
さ
ん
の
３

名
が
７
月
2
0
日
、
役
場
を
訪
れ
、
清
水

町
長
と
の
懇
談
の
あ
と
、
壬
生
町
お
も

ち
や
博
物
館
な
ど
を
見
学
し
、
楽
し
い

思
い
出
を
つ
く
り
、
当
町
を
後
に
し
ま

し
た
。

　
一
行
は
７
月
1
6
日
か
ら
夏
期
交
換
留

学
生
と
し
て
、
鹿
沼
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

清
水
町
長
（
写
真
右
か
ら
３
番
目
）
を
か
こ
　
　
ブ
の
会
員
宅
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い

み
、
メ
デ
ィ
ナ
さ
ん
（
右
隣
）
、
ス
ミ
ス
さ
ん
　
　
ま
し
た
が
、
壬
生
ロ
ー
タ
リ
ー
’
ク
ラ
ブ

（
左
隣
）
、
イ
ー
ス
ト
さ
ん
（
さ
ら
に
左
隣
）
と
　
　
（
大
橋
秀
夫
会
長
）
が
、
留
学
生
の
１

壬
生
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
　
　
　
日
受
け
入
江
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

ｊ

文
化
協
会
文
芸
部
選

短
　
　
歌

　　　　　　　　　　　　ｊ

入

亡
き
妻
に
恋
せ
し
こ
ろ
の
思
い
出
を

ほ
の
か
に
偲
ぶ
七
夕
の
宵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
寅
八

増
上
寺
に
兄
の
共
同
墓
碑
は
立
て
り

遺
骨
も
帰
ら
ず
五
十
年
過
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
水
　
富
美

づ
フ
ン
ダ
に
干
し
き
れ
ぬ
ほ
ど
持
ち

出
せ
り
今
日
久
々
に
梅
雨
の
晴
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
篠
登
志
子

今
日
も
ま
た
洗
濯
物
の
ぶ
ら
さ
が
る

部
屋
よ
り
梅
雨
の
空
を
見
上
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
原
　
千
明

　
　
　
俳
　
　
句

方
丈
に
女
客
あ
り
百
日
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
　
秋
汀

梅
雨
の
家
男
の
低
き
子
守
唄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
淑
子

夏
草
や
平
家
狩
人
に
長
あ
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
　
早
苗

夏
草
を
篭
に
背
員
い
し
恋
の
径

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
カ
ツ

ｌ

ｘ

Ｈ
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○日　時　９月24日(日)

　　　　　午後１時30分開場

　　　　　午後２時　　開演

○会　場　壬生中央公民館

　　　　　　　　　　犬ホール

○入場料　１、５００円(全白出席)

　※入場券は、壬生中央公民館、

　　稲葉・南犬飼出張所で取り扱っ

　　ています。

Ｏ主　催　問壬生町施設振興公社

○後　援　壬生町教育委員会

Ｏ問合せ先

　壬生中央公民館�８２－ ０ １ ０ ８

　回壬生町施設振興公社�８６－ ７↓１７

Ｊ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

ぺj右記jjタヅ三晦臼a血工蛙1

○日　時　11月18目(上)

　　　　　午後６時　　開場

　　　　　午後６時30分開演

○会　場　壬生中央公民館

　　　　　　　　　　犬ホール

○入場料　４､５００円(全指定席)

　※入場券は、９月１日から壬生

　　中央公民館、稲葉・南犬飼出

　　張所で取り扱います。

Ｏ主　催　回壬生町施設振興公社

○後　援　壬生町教育委員会

○問合せ先

　壬生中央公民館�８２－ ０１ ０ ８

　門壬生町施設振興公社�８６－ ７１１７

総人口

　圃　ﾌﾟｺ

,］の巾う………ごjyぎｸﾞ=ﾚ万j……::

　８月１日現在

40,058人（　5）

19,774人　レ19）

ﾔ………=⊃づ女∧∧20,=284人==ﾉ………(△,14)=ｹ

………1世帯数………112:,･370世帯=ﾉﾃ(　ｔ)二

（
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